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世界の持続的発展と

「課題先進国」日本
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「課題先進国」日本

ヒートアイランド現象
エネルギー・資源少
廃棄物増加
環境汚染
少子高齢化社会

国土面積：世界60位

人口： 世界10位

GDP： 世界2位



各国の国内総生産
(世界シェア－2004年) 

各国の二酸化炭素排出量
(世界シェア－2004年) 
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自動車の燃料消費

車体重量 [kg]Data Source:Yahoo! Japan Autos
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東京電力ホームページより作成

http://www.tepco.co.jp/csr/report/download/2006/015-j.pdf)
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北九州市の公害克服
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課題先進国のマインド

資源が乏しく、人口密度の高い産業先進国

モデルが成功すれば世界に導入される

２１世紀地球の未来像

自分の問題を自分でやる！
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ビジョン 2050
• 物質循環システムの構築

• エネルギー効率3倍

• 自然エネルギー2倍

「地球持続の技術（岩波新書）」小宮山宏

物質とエネルギーの全体像を提案した
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省エネルギー：エアコンの例

熱／電気

理論： ３００／７＝４３

１９９８年実績： ４（日本）

２０５０目標３倍： ４×３＝１２

２００４年：６（日本）

２００５年：７（日本）

４倍の効率化ができる！
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2.チップ製作技術（石英・PET）

3.生体適合性

5.電気浸透ポンプ

1.無痛針製作

7.リンパ球の分離

(血球分析）

遠心分離用
U字型キャピラリ

4.血液分離 ISFET 検出器

6.健康マーカー測定

(血清分析）

Na+,K+,Ca+,pH、pO2,pCO2、
尿素,グルコース、クレアチニン等

医療チップ（高齢化社会の基本技術）

知の結集が社会の要請
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研究機関（データセン
ター）

健康情報
データベース

症例
データベース

情報連携

検査
センター検体送付 検査結果

血液・生化学検査

自動送受信
（健康情報／アドバイス）

食習慣情報
運動情報
バイタルサイン
感覚器／ 運動器情報

生活者（在宅）

解析用
データベース

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

<免疫分析>
診断・分析チップ

<スクリーニング>
放射線・薬物感受性

チェックチップ

<人工臓器>
解毒処理プロセス

ただし、決断する必要

各種IT

ソフトウェア技術（データベース、データマイニング）

ナノ、バイオ、マテリアル

モニタリングデバイス

健康寿命の延伸

個
体
の
機
能

年 齢

就労・自活期間

就労・自活期間の延長

ヘルスケアと医療の進歩に
よる個体機能の向上

これ位できる（高齢化社会の基本技術）
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小宮山エコハウス：アジアの家

エネルギー自給率:60%
エネルギーコスト：5万円／年

太陽電池:3.6 KW 

エコキュート: Cp=３

高断熱: K=1.6 w/m2K

結露しない！！！

具体的目的があれば統合化できる



アジアでのエネルギー用米開発

とうもろこし
（アメリカ）

さとうきび
（ブラジル）

Akiyoshi Sakoda (IIS/UT)

米（アジア）



15

1877年（明治10年） 東京大学創設

2004年（平成16年） 国立大学法人化

創立130周年を迎えます

1949年（昭和24年） 新制東京大学創設
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１３０ の記念イベント

11月11日 創立130周年記念事業開始宣言
11月14日 インド・フォーラム
11月15日 第1回 プレジデンツ・カウンシル
11月18日 知の拠点サミット（朝日新聞社共催）
12月4日 「知の構造化」 ワークショップ
12月5日 サン・マイクロシステムズ スコット・マクリーニ

会長講演会
2月3日 公開シンポ「資源と環境が支える地球と人類の未来」
3月1～9日 運動会ヨット部 世界選手権出場

（総合成績 70艇中40位）
3月28日 ＦＲＥＳＨ ＳＴＡＲＴ＠駒場
4月14日 公開講座「グローバリゼイション」

その他多数
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１３０の「知のプロムナード」

• 語らいの空間
学生や教職員がくつろげる空間

「知のプロムナード」の設置

→本郷、駒場、柏、白金台の各キャンパス

→語らいの空間

→誇るべき歴史や研究成果を活用

三四郎池

山上会館庭園内の
有馬朗人先生の句碑
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１３０の海外拠点

New Heaven 
(Yale)

Delhi

Seoul

Beijing

US West Coast

Wuxi

Bangkok

Ulan-
Bator

Singapore

Hochiminh

Zurich

Tibet

Paris

Hawaii

Nanjing

Mt. ChacaltayaWoomera
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課題解決先進国「日本」になる

資源が乏しい、人口密度の高い先進国

地球の未来像
課題も実績もある

日本の世界史的役割

世界の敬意と国際競争力の源泉

世界の多様性が重要

大学の役割は大きい
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ご清聴ありがとうございました


